
「防災塾・だるま」２０１８年６月定例会 議事録 

http://darumajin.sakura.ne.jp 

 

◆日時 ： ２０１8年６月２９日（金）１５時３０分～１7時４０分     司会：片山 晋 

◆場所 ： 神奈川大学 ２４号館３１０室 

◆出席者： 池田、伊東(幸)、荏本、中島、山口(章)、田中(喜)、山田(美)、片山、田中(晃)、玉井、 

紅林、増田(佳)、田中(栄)、中村(誠)、門倉、清原、鷲山、釜石  計 18名（敬称略） 

 

■配布資料：１．6月定例会議事次第  ２．だるま 6 月役員会議事録（未配布）  

３．第 13回養成講座 日程・時間表（案）（片山） 

４．城西大学で実施される J-DAGへ参加協力のお願い（片山）  

５．３BWGでのテーマと資料提供のお願い（稲垣）  

６．「横浜市中期４か年計画 2018～2021（素案）」に関するパブリックコメント（中島）  

７．特別シンポジウム企画「学校を拠点とした地域防災の力」（チラシ案）（鷲山）8/25 

８．神大春季特別講演会「福島第一原発事故による住民の対応とその後の影響を聞く」6/30   

９．公開授業（「きたつな安全防災プラン」をもとにした授業実践と訓練）のご案内（田中(喜)）6/23 

●展示資料：鎌倉「萌」2018 年 6月号 

 

【Ⅰ 運営関係】 

＊荏本塾長挨拶：2018 年大規模災害対策研究の「テーマは原発事故」、春季 6/30 と秋季は連続講座。

そして、8/25 特別シンポジウム開催！ 

 

１．会員関係・・・中島さん 

・5 月入会４名（204～207）、退会 1名（174）。定例会当日入会の釜石徹さん(208)より自己紹介あり、 

 防災士、鷲山さんの紹介で入会 

２．ＨＰ・情報提供（6月だるま役員会議事録を参照）・・・中島、増田さん 

・議事録関係は、従来メール添付で会員に配信していたが、6月以降は「HPに掲載した旨のメール連

絡のみ」にします。従って、会員は議事録内容を HP で確認ください。（事由：会員 PCの設定が個々

に異なり、受信されないことが度々おこるため） 

・「今月の情報」メインは、157 回談義が 8/23桜木町開催と 8/25 特別ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（配布資料 7）の開催 

・だるま統一名刺は 100枚単位で申込可、自宅まで配達で 500 円（早川さん作成の見本あり）。 

・会員間ＳＮＳの活用については、役員間の緊急連絡網の一つの手段として、役員会で検討中 

３．防災塾・だるまの活性化（運営の改善策）・・・中島さん 

会の運営につき内容・分担見直し等を行い、負荷分散・複数体制での運営を図っていく。 

①当面は、副塾長３名（池田、片山、中島氏）で共同運営を行う。 

②運営に関する項目（企画・折衝・資料作成準備・議事録作成等）の役割分担、負荷分散を検討。

③毎月の月次担当は「議事次第作成、資料準備、当日の議事進行」をセットで統括。7月より試行。 

４．月例会・談義の会（裏面の「今後の日程」参照）・・・片山さん      

・8月までの予定は「今後の日程」のとおり、情報に関しては増田さんへ送ってください。 

・9月～11月談義の会テーマは、外部講師以外に「だるまメンバーの活動報告」も検討する。 

   

【Ⅱ 主催・共催事業など】           

１． 第 13回実践的防災まちづくりコーディネーター養成講座（配布資料３参照）・・・片山さん 

・講座の外部講師は依頼済、今回はグループワークを４回開催。具体的な作業はこれから検討予定  

２．Ｊ-ＤＡＧの普及：城西大学での開催（配布資料 4 参照）・・・片山さん 

・大学の授業として開催、ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰは過去２回以上の経験者とし、7/9飯塚先生と神大で下打合せ 

3．3BWG:活動（配布資料 5参照）・・・片山さん 

・活動の一環として「地域・自治会・防災組織で使っている各種防災資料」を収集し、発信する 

４．「横浜市中期 4か年計画 2018～2012」のﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ（資料６参照）・・・田中(晃)、中島さん 

・今回会員 6 名から提案の協力あり。ハード面ではインフラの更新要請。ソフト面では、地区防災計

画の策定・自治会組織の強化・縦割り行政の問題・市民防災憲章の活用などについて提言をした。 

・行政が市民の意見を求める貴重な機会なので、いろいろな意見を出すことが必要、大切 
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5．8/25特別シンポジウム（配布資料７参照）・・・荏本、中島、鷲山さん 

・今回のシンポジウムは池田･鷲山さんとの話が発端。第一回目が起爆剤となって、段々と盛り上が

っていくことがベターと考えます。 

・配布資料の訂正：①主催者は神大大規模災害プロジェクト、②時間は 13 時 30 分から 16 時 30分、 

③場所は 16 号館セレストホール、④定員は 300名と決定 

・防災を推進する立場の行政（市教育委員会など）に、後援とかで参加してもらえるよう現在作業中 

 

【Ⅲ 協力・参加・情報・その他】（配布資料 8､９参照） 

１．神大春季特別講演会「福島第一原発事故による住民の対応とその後の影響を聞く」・・荏本先生 

 ・池田講師は現地在住の陶芸家で、被災地の放射線量調査を継続実施。マグカップ購入で活動支援 

２． 公開授業（「きたつな安全防災プラン」をもとにした授業実践と訓練）・・・発言者多数 

・6/23（土）開催、参加者 5名（田中（喜）、中島、早川、山田（美）、鷲山） 

・下水直結式ハマッコトイレは発災後、直ぐ使用できるように先生が日頃から設置訓練を実施 

・先生は児童を保護する立場もあれば、避難所の運営に携わるという立場もある。 この二面性の

役割について判断を迫られることが起こるか。 

・子供を避難させている途中、階段を移動する映像を見たことがあり、この時大きな余震が起った

らと思うと先生は大変 

・自治会の人と学校職員が拠点避難所で、共同して運営に当たる時、命令系統はどうなのかと思う 

・当地域の避難所は５自治会で使用することになっている。避難所運営協議会では最初に駆け付け

た人が主導して運営に当たることとなっている 

 

【Ⅳ 意見交換：だんご虫ポーズなど身を守る行動の是非】 

 今月の定例会で、意見交換する予定にしていました、「だんご虫ポーズなど身を守る行動の是非」

については、今回意見交換をすることができませんでした。９月以降の例会の際に、再度意見交換

をすることになりました。 

 

【今後の予定】   

１．平成 30年 7月例会 7月 27日(金) 会場：24 号館 310号室 月担当：田中(晃)、山田(美) 

・３ＢＷＧプロジェクト     14:00－15:00 担当：片山さん     

・定例会                      15:30－17:30 担当：田中(晃)、山田(美) 

(意見交換:大阪北部地震を踏まえ学校との連携について) 

・第１５7回談義の会       18:00－19:30 担当：  同  上 

   話題：「被災地における防犯対策」 講師：神奈川県警察本部 犯罪抑止対策室長 

                          中島敦志氏 

・役員会  7月 17日（火）   10－12時  851Ｃ          

・資料準備 7月 24日（火）   10－12時  851Ｃ 

  

２．平成 30年８月例会 ８月 23日(金)             月担当：高松、田中(喜)、早川  

・３ＢＷＧプロジェクトおよび定例会 休会 

  ・第１５８回談義の会  時間：13時開始、会場：ぴおシティ及び横浜みなと博物館 

第 1部 話題：「関東大震災と横浜港」 講師：横浜みなと博物館 三木 綾氏 

    第 2部 横浜みなと博物館見学（展示物解説付き） 

  詳細はチラシ参照 要事前申込み 有料（入館料 600円、シニア 400円） 

・役員会  ８月 ７日（火）    10－12時  851Ｃ  

・資料準備 ８月 21日（火）   10－12時  851Ｃ 

  

 主な協力者 会計：早川、 ＨＰ：佐藤・中島、 チラシ・記録・情報担当：田中(喜)・紅林 

佐藤・中村(誠)・中島・増田  3ＢＷＧ：片山、 養成講座：片山 

以 上 

記録：中村 誠 


